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ラオス漆の調査研究
身延山大学宮坂葉子
1．調査の経緯
身延山大学においては2001年より仏像の修復活動を行ってきたが、修復
にあたり基礎調査を行う必要があった。特にラオス漆に関しては仏像を作
る場合に重要な材料であるのだが、現在のラオスにおいては産出の事実が
確認されてない。またそれらの技法についても十分な伝承が行われてこな
かった。我々としては仏像修復と平行して調査を進めることとした。
ラオス漆の調査は第3回より実施してきたが、第8回に至り成分分析を
主に漆の調査を行うことになった。この件はラオスにおいて急激な開発が
進んでおり、ようやく発見したラオス漆の原木も伐採の危機にあった為、
早急に詳細な調査を必要とした。
我々は関係機関に調査の方法を指示してもらったが、第8回調査におい
てはサンプルの採取にいたらなかった。第9回調査においては、前回の反
省から専門家の参加が必要であると判断した。今回の調査では漆を科学す
る会を通して、神奈川県工芸技術所の協力を得ることができた。先生方の
協力によりサンプリングに成功し、現在明治大学と北見大学で成分分析を
行っている。
12月14日現在、ラオス漆は黒色でタイやミャンマーの漆に類似している
が、構造的にはベトナム漆に類似していることが明らかになった。それが
漆の種類が異なるためなのか、採取場所・採取シーズンによる影響なのか
はまだ判明していない。
(師）
第9回ラオス世界遺産仏像修復プロジェクト報告
2．調査の詳細
第8回調査
日時：2006年度2月22日～24日
場所：ビエンチャン県デイアーンサーン村
参加人員：身延山大学宮坂葉子山形夏子太田彬大塚将孝
高田充弘柳本伊左雄
ラオス情報文化省Mr.PHOTONGMr.SHINTHEVA
通訳Mr.KHANGPHET
1日目。V字型の傷をつけた。原木は2本あり、各6か所に傷をつけた
(a、b)。
2日目は休日のため調査を休む。
3日目にサンプリングを行ったが、漆のサンプル採取には至らなかった
(c)。
(a)漆の原木 (b)1日目の傷 (c)3日目の傷
＊2月は乾季で採出量が少量であったことと、我々が多種の採取方法を
知らなかったため、結局漆の採取は成功しなかった。特に傷のつけ方に
問題があったのではないかと思われる。
(87）
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第9回調査
日時:2007年度9月15日～21日
場所：ビエンチャン県デイアーンサーン村
参加人員：身延山大学宮坂葉子山形夏子林絵里加
ラオス情報文化省Mr.PHOTONGMr.SHINTHEVA
通訳Mr.KHANGPHET
神奈川県産業技術センターエ芸技術所林保美
1日目に6本発見され、5日目に新たに1本発見された。これらを漆
A～Gとする。
①1日目は前回同様のV字型の傷(a)を付けた。漆が出ると予想される
V字部分の樹皮の一部を剥いだ(b、c)｡
(a)傷つけ (b)樹皮を剥ぐ様子(c)剥いだ直後
②2日目は、漆の出が良いように傷の変化をつけた。漆Aを採取(d，e、f)。
樹皮を剥ぐ方法が良好であったため、各木に新たな傷を足した。
(d)採取 (e)ビニールに付着した漆(f)サンプリング
(認）
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③3日目には、各木にトレイを設置し、漆を溜める方法をとった(g)。
④4日目。漆Aと漆Cを採取(h、i)。
(i)漆C
(9)トレイ設置(h)漆A
⑤5日目は、状況を確認。漆Gを新たに発見。一箇所に傷をつける(j、k)。
(j)漆G (k)傷つけ
⑥6日目、漆Aを採取。漆Gに新たに二箇所傷をつける(l、n)｡
(|）漆A (n)漆G
(89）
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⑦7日目、A、C、Gの漆と葉を採取。Bの樹皮を採取(m、o、p、q、
r)。外周と樹皮の厚みの計測（表1)｡
(m、o)サンプリング
(q)漆Aの樹皮 (r)漆B樹
(p)漆Cの葉
A～G測定結果
外周 樹皮の厚さ
A 61cm 15mm
B 76cm 23mm
C 57cm 13mm
， 49cm 13mm
E 46cm 14mm
F 33cm 8mm
G 123cm 13mm
4、ラオス漆の技法
○カモクによる修復例(W・ビスンNO43)
漆（カモク）を使用した修復例で、カモクとは漆と菩提樹の灰を混合し
た日本の錆漆に類似したものである。NO43の胸部・顎部空洞孔及び右肩カ
モク下地欠損部分の修理に使用した。
胸部の修復の際、空洞孔の内部に詰まっていた土を除去(a)。欠損箇
所を木材にて補填し、エポキシ樹脂接着剤と木工用パテで接合する(b)。
カモクにて下地を盛り、表面を整える(c)｡金箔を押して古色に仕上げる
(d)。
(卯）
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(a)修復前(b)木材補填(c)カモク下地 (d)完成
○カモクの生成方法
①まず漆を煮ることから始める。沸騰してから約20分煮込む(e)。今回は
20分だったが、目安としては水分がとび、とろみがつくまで煮込む。
②火からおろし、漆が自然冷却されたところで節いにかけた菩提樹の灰
(f)と混ぜ合わせる(g)。菩提樹の灰は、ラオス語でキタオ・トンポー
という。割合は漆1：キタオ3である。粘度が高く、硬化したかに見え
ても一昼夜くらいでは握れると元の柔らかさに戻る。硬化するまではお
およそ2～3日かかる(h)。
??????。．?．??? ??? ??? ?‐? ????．．．???????? 。 ，???? 。 ?
???????．?????
:咀榊I
(h)完成(e)加熱(f)菩提樹の灰(g)混合
＊今回の修復ではNQ34の顔面の復元に
使用したが(i)、カモクにはやや流動
性があり、整形中に崩れる箇所が見ら
れた。数日経過しても完壁には乾燥す
ることはなかった。原因として水分の
(i)カモクにて整形多さが考えられるがカモクについては
まだよくわかっていない。日本の錆漆を厚く盛ると膿むように、水分の
量によってはカモクにもそれらが見られたのではないかと思う。
(9Z)
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5，調査後記
サンプルの収集及び調査は主にビエンチャンで実施し、成分分析の途中
ではあるがベトナム漆への類似が指摘されている。サンプルの成分分析以
前は、原木の外見からミャンマー漆に近いことを予測していたので大変に
興味深い結果だった。現在我々が活動しているルアンプラバンはビエンチャ
ンに比べて北に位置するため、地理的・気候的にタイ北部からミャンマー
に比較的近い。したがってルアンプラバンで使われていた漆は、ミャンマー
漆に近い別種の漆の可能性が考えられる。これらの事を検証する為にも、
ルアンプラバンでの漆の調査は大変重要になってきたと思う。
いずれにしても、ラオス漆の個体数は開発等によって減少してしまい、
今後の調査が危ぶまれている。我々としてはラオスにおいて早急に、三地
域（ラオスは気候・文化的に、北からルアンプラバン地域・ビエンチャン
地域・ジャンパサック地域に分けられる）の調査を必要としている。
ラオスにおける仏像修復活動にとって、伝統的な漆の復活は大変重要で
ある。そのためにもラオス漆の調査研究を今後も続けていかなくてはいけ
ないと思っている。それらを通じて多くのラオス人に漆への興味を持って
もらい、将来的には漆の植樹なども行い修復事業に必要な漆をラオス国内
で確保できればと思っている。
今回の調査では多くの関係諸氏のご指導により、念願のサンプリングを
成功させることができた。心から感謝の意を表したい。
(92）
